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委員会を設置し、委員長に湯田健二議員、副委員長に
を行い、町政全般の予算に対し、多くの質疑がありました。

一 般 会 計・特 別 会

下
郷
町
の
人
工
透
析
患
者

は
何
人
い
る
の
か
。
ま
た

南
会
津
町
、
只
見
町
、
桧
枝
岐
村

の
人
数
は
何
人
か
。

下
郷
町
の
人
工
透
析
患
者

数
は
26
名
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
平

成
31
年
２
月
時
点
で
11
名
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
南
会
津
郡
内
の
透

析
患
者
数
は
、
南
会
津
町
が
40
名
、

只
見
町
が
12
名
、
桧
枝
岐
村
が
０

名
と
な
っ
て
い
る
。

下
郷
町
簡
易
水
道
事
業
に

お
け
る
償
還
金
に
つ
い
て

償
還
期
間
は
あ
と
何
年
あ
る
の
か
。

ま
た
、
当
時
の
利
率
よ
り
低
い
利

率
へ
の
借
り
換
え
は
で
き
な
い
の

か
。

償
還
期
間
に
つ
い
て
、
現

在
の
償
還
金
は
平
成
50
年

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利

率
の
低
い
も
の
へ
の
借
り
換
え
は

可
能
だ
が
、
こ
こ
数
年
は
行
っ
て

い
な
い
た
め
情
報
収
集
等
を
行
い

検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度

が
８
３
０
０
万
円
の
減
、

30
年
度
か
ら
31
年
度
が
５
０
０
０

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
公
債

費
も
29
年
度
か
ら
30
年
度
は
1
・

1
％
の
増
、
30
年
度
か
ら
31
年
度

は
3
・
5
％
増
え
て
い
る
。
毎
年

厳
し
い
財
政
事
情
と
な
っ
て
い
る

が
、
予
算
編
成
に
あ
た
り
留
意
し

た
事
は
。予

算
総
額
46
億
９
７
０
０

万
円
か
ら
繰
入
金
５
億
６

０
０
０
万
円
、
地
方
債
４
億
３
０

０
０
万
円
を
除
く
と
36
億
円
と
な

り
、
こ
れ
を
基
に
各
課
か
ら
の
事

業
を
緊
急
性
や
財
源
等
を
考
慮
し

優
先
順
位
を
付
け
た
。
繰
入
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
公
共
施
設
等
の

修
繕
に
よ
り
相
当
な
経
費
の
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

過
剰
な
繰
入
れ
を
行
う
と
基
金
残

高
不
足
と
な
る
懸
念
が
あ
る
。
地

方
債
に
つ
い
て
も
将
来
に
負
担
を

残
す
こ
と
と
な
る
た
め
健
全
化
の

判
断
比
率
等
を
見
極
め
た
う
え
で

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
考
え
の
も
と
予
算
編
成
を
行
っ

た
。

総
務
費
の
負
担
金
補
助
及

び
交
付
金
で
、
昨
年
は
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
運
営
負
担
金
20
万
円

と
あ
っ
た
が
、
無
く
な
っ
た
理
由

は
。

運
営
費
が
不
足
し
た
場
合

に
出
す
補
助
金
だ
が
今
ま

で
も
出
し
た
こ
と
が
な
い
。
会
津

美
里
町
も
な
く
し
た
こ
と
か
ら
下

郷
町
も
削
除
し
た
。
な
お
、
ス
ポ

ン
サ
ー
に
リ
オ
ン
ド
ー
ル
が
つ
い

た
こ
と
や
、
参
加
費
の
値
上
げ
に

よ
り
運
営
は
ま
か
な
え
る
。

下
郷
町
の
生
活
保
護
世
帯

数
は
何
世
帯
か
。
ま
た
、

人
数
は
何
人
か
。

下
郷
町
の
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
数
は
29
世

帯
で
、
36
名
で
あ
る
。

生
活
バ
ス
路
線
確
保
の
た

め
昨
年
よ
り
３
０
０
万
円

ほ
ど
増
額
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

燃
料
・
修
繕
費
な
ど
諸
経

費
が
増
え
た
こ
と
や
、
平

成
30
年
に
新
規
に
３
台
バ
ス
を
購

入
し
た
た
め
、
固
定
資
産
の
償
却

費
が
増
え
て
い
る
た
め
。

計 予 算 特 別 委 員 会
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新
規
購
入
バ
ス
の
経
費
ま

で
見
る
の
か
。

会
津
バ
ス
田
島
営
業
所
で

は
、
南
会
津
管
内
の
走
行

距
離
を
４
町
村
分
で
案
分
し
て
算

出
し
て
い
る
。
そ
の
額
を
住
民
の

足
の
確
保
の
た
め
支
出
し
て
い
る
。

経
営
努
力
に
つ
い
て
は
会
津
バ
ス

と
協
議
し
て
い
く
。

町
営
住
宅
家
賃
の
悪
質
滞

納
者
へ
の
対
応
は
。

弁
護
士
と
相
談
し
、
２
名

分
の
訴
訟
費
用
等
と
し
て

約
２
８
０
万
円
を
予
算
化
し
た
。

狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業

補
助
金
と
は
全
額
補
助
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
人
数
は
何
人

予
定
し
て
い
る
の
か
。

新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
３

名
分
、
１
人
当
た
り
上
限

６
万
５
０
０
０
円
、
す
で
に
取
得

さ
れ
て
い
る
人
の
更
新
料
３
名
分
、

１
人
当
た
り
上
限
４
万
円
、
新
年

度
か
ら
の
各
地
区
に
お
け
る
罠
免

許
取
得
者
（
推
薦
者
２
名
）
に
、

１
人
当
た
り
上
限
を
１
万
９
０
０

円
と
し
、
初
年
度
と
準
備
期
間
と

し
て
50
名
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

総
務
文
教
所
管
事
務
調
査

で
課
題
に
あ
が
っ
た
楢
原

小
学
校
の
雨
漏
り
の
件
に
つ
い
て

新
年
度
に
修
繕
の
予
算
化
が
さ
れ

て
い
な
い
が
ど
う
し
て
か
。

老
朽
化
に
よ
り
屋
上
全
面

の
防
水
シ
ー
ト
の
張
り
替

え
が
必
要
で
、
参
考
見
積
２
２
０

０
万
円
を
予
算
査
定
で
協
議
し
た
。

た
だ
、
夏
以
降
は
落
ち
着
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
様
子
を
見
な
が
ら

応
急
的
な
処
置
で
対
応
し
、
今
後

予
算
の
検
討
を
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
は
、学
校
・
家
庭
・

関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

重
要
な
立
場
に
あ
る
。そ
の
中
で
、

中
学
校
の
保
護
者
と
の
関
わ
り
が

最
も
大
事
と
考
え
る
が
訪
問
は
し

て
い
る
の
か
。

県
の
補
助
事
業
で
、
学
校

と
保
護
者
を
つ
な
ぐ
福
祉

の
専
門
的
立
場
か
ら
各
学
校
へ
訪

問
し
て
い
る
。
予
算
は
小
学
校
振

興
費
で
は
あ
る
が
、
中
学
校
へ
も

訪
問
し
、
生
徒
指
導
委
員
会
へ
の

出
席
、
不
登
校
や
家
庭
環
境
問
題

等
の
情
報
共
有
や
支
援
に
あ
た
っ

て
い
る
。観

光
施
設
環
境
整
備
賃
金

と
あ
る
が
、
主
に
何
を
行

う
の
か
。観

光
案
内
看
板
周
辺
除
草

下
刈
り
作
業
人
夫
賃
金
、

桜
て
ん
ぐ
巣
病
除
去
作
業
人
夫
賃

金
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
作
業

人
夫
賃
金
（
１
０
０
万
年
ウ
ォ
ー

ク
、
楢
原
地
区
・
大
松
川
地
区
街

道
ウ
ォ
ー
ク
が
対
象
）、
日
暮
の

滝
周
辺
遊
歩
道
整
備
作
業
人
夫
賃

金
の
四
つ
に
な
っ
て
い
る
。

平成31年度一般会計及び特別会計の ６会計は、予算特別
小椋淑孝議員を選出。 ３月18日・19日の ２日間にわたり審査

一 般 会 計・特 別 会 計 予 算 特 別 委 員 会
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住みやすく
美しいまち
（基盤条件整備）

心ふれあう賑わいと
活力を創出するまち

（交流促進）

ふるさと産業の
創造

（産業経済）

安全で
住みよいまち
（生活環境）

健やかに
暮らせるまち
（健康福祉）

思いやりのある
教育と文化のまち

（教育文化）

住民と行政による
協働のまち
（行財政）

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
前
年
度
比
５
０
０
０
万
円
減
の
46

億
９
７
０
０
万
円
と
な
り
、
特
別
会

計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比
２
５
０

９
万
２
千
円
減
の
20
億
３
６
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
増
額
要
因
と
し
て
湯
野
上

橋
の
補
修
・
補
強
事
業
や
ロ
ー
タ
リ

除
雪
車
整
備
事
業
な
ど
の
国
庫
補
助

金
の
増
額
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
減
額
要
因
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
の
抑
制
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
出
の
増
額
要
因
と
し
て
、
公
営

住
宅
の
建
替
え
や
橋
梁
補
修
が
主
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
減
額
要

因
と
し
て
、
南
会
津
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
負
担
金
の
減
額
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

４６２，３８３千
円

１０３，０６６千
円 １７５，３２７千

円 ３９６，０１１千
円

３３２，２８６千
円 １１８，８７１千

円 １７，７９０千
円

・生活バス路線の確保
・町道新設改良工事
・ロータリ除雪車整備　
・湯野上橋補修補強　など

・婚活事業
・湯野上温泉駅前整備事業
・歴史まちづくり事業
・地域おこし協力隊　など

・中山間地域等直接支払事業
・有害鳥獣対策事業
・地域振興プレミアム商品券
発行補助金　など

・公営住宅建替事業
・高齢者等除雪支援事業
・南会津広域消防署庁舎建設
事業　など

・各種予防接種費用の負担軽減
・子ども医療無料化事業
・プレミアム商品券事業
・高齢者タクシー助成　など

・小・中学校エアコン取付け
・学校給食費補助事業
・大内宿保存整備事業　など

・第６次振興計画策定事業
・大川ふるさと公園長寿命化
計画策定調査　など

特　別　会　計 予　算　額 増減額（対30年度） 増減率
国 民 健 康 保 険 8億2529万円 △1250万8千円 1.49％ ➡
後期高齢者医療 7569万2千円 △148万6千円 1.93％ ➡
介 護 保 険 8億7948万1千円 △743万5千円 0.84％ ➡
簡 易 水 道 事 業 1億9694万円 △66万3千円 0.34％ ➡
農業集落排水事業 2621万7千円 △300万円 10.27％ ➡
合 計 20億362万円 △2509万2千円 1.24％ ➡

平成31年度特別会計

新年度予算 46.97億
円

一般
会計



下郷町
議会だより No.875

提
出
さ
れ
た
議
案

3月定例会
　

３
月
11
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
３
月
定
例

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
31
年
度
予
算
、
条

例
の
一
部
改
正
、
30
年
度
補
正
予
算
な
ど
町

提
出
議
案
の
42
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
は

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

主

な
議

案

審

議

内

容

▼
民
事
調
停
の
申
立
て
及
び
当
該

民
事
調
停
不
成
立
等
の
場
合
に
お

け
る
訴
え
の
提
訴

今
回
選
定
し
た
、
住
宅
家

賃
滞
納
者
の
滞
納
期
間
と

金
額
を
伺
い
た
い
。

平
成
14
年
11
月
か
ら
本
年

ま
で
の
17
年
間
で
平
成
31

年
３
月
現
在
２
９
０
万
２
９
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
選
定
者
よ
り
、
滞

納
額
が
多
い
滞
納
者
が
い

る
が
そ
ち
ら
が
先
に
な
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

今
回
選
定
さ
れ
な
か
っ
た

滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
納

付
誓
約
書
を
作
成
、
履
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
選
定
者

の
み
と
な
っ
た
。

滞
納
者
が
住
宅
を
明
け
渡

し
退
去
し
た
場
合
、
滞
納

金
に
対
し
ど
の
よ
う
な
処
理
を
行

う
の
か
。滞

納
者
に
つ
い
て
は
移
転

先
の
住
所
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
督
促
状
等
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

議
決
後
、
滞
納
者
に
対
し

て
支
払
い
を
求
め
て
か
ら

調
停
の
事
務
に
入
る
の
か
、
す
ぐ

調
停
事
務
に
入
る
の
か
お
尋
ね
す

る
。

議
決
が
年
度
末
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
翌
年
度
以
降
に

弁
護
士
と
契
約
し
、
調
停
の
申
し

立
て
を
行
う
。

【
町
提
出
議
案
】

▼
専
決
処
分
（
承
認
）

　

・
30
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
（
11
件
）

▼
民
事
調
停
の
申
立
て
及
び
当
該
民
事
調
停
不
成
立

等
の
場
合
に
お
け
る
訴
え
の
提
訴

▼
町
有
財
産
（
建
物
）
の
無
償
譲
渡

▼
下
郷
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
等
設
置
条
例
の
廃
止

▼
下
郷
町
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

▼
下
郷
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
設
定

▼
下
郷
町
携
帯
電
話
基
地
局
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
下
郷
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼
下
郷
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

の
設
定

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▼
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

▼
下
郷
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
下
郷
町
野
外
活
動
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
下
郷
町
観
光
案
内
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
下
郷
町
簡
易
給
水
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
６
件
）

▼
下
郷
町
林
業
集
落
排
水
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
自
然
体
験
交
流
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
道
の
駅
し
も
ご
う
の
指
定
管
理
者
の
指
定

▼
30
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
31
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
員
提
出
議
案
】

▼
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

▼
下
郷
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

▼
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
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主
な
議
案
　

　

審
議
内
容

補
正
予
算
内
容

▼
町
有
財
産
（
建
物
）
の
無
償
譲

渡
に
つ
い
て

小
松
川
集
会
所
の
登
記
の

変
更
や
、
無
償
譲
渡
後
の

固
定
資
産
税
は
発
生
す
る
の
か
。

ま
た
火
災
保
険
に
つ
い
て
は
小
松

川
集
落
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
る

の
か
。

集
会
所
の
登
記
の
変
更
は

す
る
必
要
が
あ
り
、
方
法

等
に
つ
い
て
は
議
決
後
に
区
長
と

話
を
し
て
い
き
た
い
。
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
、
税
条
例
の
中
に

減
免
の
規
定
が
あ
り
、
集
落
よ
り

減
免
申
請
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

全
額
減
免
と
し
て
い
き
た
い
。
火

災
保
険
に
つ
い
て
は
、
集
会
所
が

区
の
持
ち
物
と
な
る
た
め
、
区
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

今
回
の
よ
う
に
払
い
下
げ

る
町
の
施
設
は
他
に
あ
る

の
か
。

小
松
川
集
会
所
が
無
償
譲

渡
の
最
後
の
施
設
に
な
る

か
と
思
う
。

▼
下
郷
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
等

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

当
初
、
下
郷
町
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
等
設
置
条
例
に

関
す
る
施
設
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策

事
業
並
び
に
、
林
業
構
造

改
善
事
業
等
で
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
小
出
、
大
内
、
枝
松
、
三
ツ

井
、
落
合
、
中
山
、
芦
ノ
原
、
音

金
、
小
松
川
の
９
件
と
な
っ
て
お

り
、
小
松
川
が
最
後
の
集
会
所
と

な
っ
て
い
る
。

▼
下
郷
町
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
設
定
に
つ

い
て
及
び
▼
下
郷
町
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
跡
地

だ
っ
た
と
い
う
表
示
を
設

置
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
」
へ
の
改
正

後
は
建
物
等
占
有
者
が
建
物
等
の

清
掃
に
努
め
る
と
あ
る
が
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

表
示
等
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
廃
止
の
条
件
の
中
で

埋
立
地
の
開
発
等
を
行
う
場
合
は
、

県
知
事
へ
の
許
可
申
請
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
今
後
検
討

し
た
い
。
ま
た
。
建
物
等
の
清
潔

の
維
持
に
つ
い
て
は
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
と
合
わ
せ
て
清
掃
を
依

頼
す
る
程
度
で
、
個
別
に
行
う
具

体
的
な
内
容
は
無
い
。

▼
下
郷
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
の
設
定
に
つ
い

て

福
島
県
の
条
例
で
は
金
融

機
関
に
つ
い
て
定
義
さ
れ

て
い
る
が
、
町
の
条
例
で
は
定
義

さ
れ
て
い
な
い
が
理
由
は
あ
る
か
。

ま
た
、
こ
の
条
例
に
伴
い
臨
時
的

な
推
進
委
員
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

町
の
条
例
に
金
融
機
関
が

定
義
さ
れ
て
い
な
い
件
に

つ
い
て
、
経
済
団
体
の
定
義
と
し

て
「
商
工
会
、
そ
の
他
町
内
に
お

い
て
」
と
い
う
定
義
付
け
が
さ
れ

て
お
り
こ
の
中
に
金
融
機
関
も
含

む
と
い
う
考
え
か
ら
個
別
の
定
義

を
設
け
て
い
な
い
。
推
進
委
員
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

　
３
月
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

２
億
３
２
９
５
万
１
千
円
減
の
総

額
48
億
３
２
４
３
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
と
し
て
、
小

中
学
校
冷
房
設
備
に
関
す
る
臨
時

特
例
交
付
金
が
２
１
１
６
万
７
０

０
０
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
因
と
し
て
は
、
対
象
が
普
通

教
室
の
み
と
な
り
、
職
員
室
等
が

対
象
か
ら
外
れ
た
こ
と
や
、
補
助

基
準
額
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
南

会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

の
負
担
金
が
９
６
８
０
万
５
千
円

の
減
、
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
取
付

工
事
費
が
９
９
７
万
９
千
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
、

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
の
計
画
変

更
に
よ
り
負
担
金
が
減
額
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
取
り
付
け
に

つ
い
て
は
補
助
対
象
と
な
る
普
通

教
室
の
み
と
し
た
こ
と
か
ら
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

人
　
　
事

陳  

　
情

▼
農
業
委
員
会
委
員

【
再
任
】

星　
　
　

希
氏
（
小　

池
）

佐
藤　

輝
男
氏
（
小
松
川
）

小
山　

常
喜
氏
（
芦
ノ
原
）

佐
藤　

行
正
氏
（
塩　

生
）

渡
部　

友
之
氏
（
倉　

村
）

星　
　

正
喜
氏
（
落　

合
）

渡
部　

功　

氏
（
湯
野
上
）

【
新
任
】

湯
田　

吉
春
氏
（
音　

金
）

渡
部　

博
行
氏
（
水　

門
）

大
竹　

貫
一
氏
（
桃
曽
根
）

玉
川　

勝
久
氏
（
弥
五
島
）

	

の
任
命
に
同
意

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

【
新
任
】

星　
　
　

力
氏
（
湯
野
上
）

	

の
任
命
に
同
意

◆
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

▽
陳
情
者

下
郷
町
大
字
豊
成
字
林
中
６
０

９
０

　

児
山　

正
己
氏　

他
１
名

▽
審
査
結
果
～
採
　
択

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
）

▽
意
見
書
提
出
の
議
決

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。
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一般質問
７議員が

町政を問う

　３月１４日には、7人の議員が１３件の一般質問を行い、活発な議論を展開
しました。８ページより、質問した順に代表する質問の質疑応答を要約してお
知らせします。（掲載は一人３問以内としているため、●印の質疑応答のみとな
ります。）

湯田　純朗（８ページ）

●道の駅「しもごう」横領・着服疑惑のその
後の調査経過について

猪股　謙喜（10ページ）

●農業法人設立について
●今後の観光産業について

佐藤　　勤（12ページ）

●少子化における我が町の義務教育対策の急
務について

●ナラ枯れ被害の対策について

小椋　淑孝（14ページ）

●消防団員の出動手当について

星　　輝夫（９ページ）

●大内入口の交差点改良工事及び信号機設置
について

●職員の不適切な事務会計処理について
●倉楢堰の入口の改良見込みについて
○外国人就労について

玉川　邦夫（11ページ）

●第６次振興計画策定について
●地域おこし協力隊について

山名田久美子（13ページ）

●Wi-Fi 環境整備について

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。
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湯田　純朗　議員
sumio  yuda

道
の
駅
し
も
ご
う
の
横
領
、
着
服
疑
惑

　
調
査
内
容
と
役
員
等
の
責
任
を
追
及
す
る

慎
重
な
調
査
を
行
い

　
　
公
平
中
立
で
厳
正
な
対
応
を
行
う

質問

答弁
昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
下
郷
町
地
域
振
興
株

式
会
社
（
道
の
駅
し
も
ご
う
）
の

着
服
、
横
領
疑
惑
に
つ
い
て
、
町

長
か
ら
「
今
後
調
査
機
関
を
設
置

し
、
厳
正
に
調
査
を
し
、
弁
護
士

と
も
相
談
を
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
を
い
た
だ

い
て
い
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
第

１
回
議
会
定
例
会
の
町
長
の
施
政

方
針
の
中
で
、
道
の
駅
の
疑
惑
に

つ
い
て
慎
重
に
進
め
る
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
何
点
か
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
12
月
定
例
議
会
以
降
、
調
査
機

関
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ

ー
で
設
置
し
た
の
か
。
調
査
に
当

た
り
誰
が
、
何
人
で
調
査
し
た
の

か
。
ま
た
、
調
査
内
容
は
い
つ
か

ら
ど
の
よ
う
な
項
目
で
調
査
さ
れ

た
の
か
答
弁
を
お
願
い
す
る
。
そ

れ
か
ら
、
当
時
の
役
員
等
の
責
任

も
当
然
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
町
長
の
見
解
を
お
尋
ね
し
た

い
。

　
ま
た
、
道
の
駅
し
も
ご
う
農
産

物
直
売
所
で
農
産
物
の
販
売
を
行

っ
て
い
る
出
荷
組
合
に
つ
い
て
尋

一般質問

ね
た
い
。
こ
の
施
設
で
販
売
ま
で

の
一
連
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
農

家
の
生
産
物
の
売
り
上
げ
が
、
道

の
駅
の
疑
惑
に
よ
り
被
害
に
遭
っ

て
い
な
い
の
か
答
弁
を
お
願
い
す

る
。

道
の
駅
し
も
ご
う
の
、
横

領
、
着
服
疑
惑
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
様
方
に
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

道
の
駅
し
も
ご
う
の
調
査
経
過

に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
４
日
に
臨

時
株
主
総
会
を
開
き
、
疑
惑
に
対

す
る
調
査
に
つ
い
て
了
承
い
た
だ

き
、
現
在
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
調
査
項
目
が
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
完
了
し

て
い
な
い
。
責
任
に
つ
い
て
は
今

後
の
結
果
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
の

で
そ
の
時
点
で
株
主
の
方
々
等
と

協
議
し
、
厳
正
に
対
処
し
た
い
。

　

道
の
駅
し
も
ご
う
の
出
荷
組
合

に
つ
い
て
、
個
人
会
員
と
団
体
会

員
合
わ
せ
て
81
名
と
な
っ
て
お
り
、

事
務
局
は
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
下
郷

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
担
当
し
て

い
る
。
販
売
に
つ
い
て
は
、
生
産

農
家
の
皆
様
が
、
直
売
所
の
オ
ー

プ
ン
前
に
農
産
物
を
直
接
納
品
し

て
い
る
。
販
売
品
に
つ
い
て
は
、

レ
ジ
及
び
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
い

う
管
理
シ
ス
テ
ム
で
各
生
産
者
の

数
量
等
を
管
理
し
て
い
る
。
売
り

上
げ
の
支
払
い
は
、
各
生
産
者
の

日
々
の
売
り
上
げ
を
月
末
に
ま
と

め
、
そ
の
売
り
上
げ
か
ら
道
の
駅

の
直
売
所
の
手
数
料
15
％
を
差
し

引
き
、
下
郷
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

へ
一
括
入
金
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
分
の

手
数
料
３
％
を
引
き
、
毎
月
10
日

に
各
生
産
者
の
口
座
へ
個
別
に
入

金
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
売
上
明
細
に
つ
い
て
は
、
農

産
物
直
売
所
内
の
指
定
の
場
所
に
、

毎
月
生
産
農
家
ご
と
に
明
細
の
入

っ
た
封
筒
が
置
か
れ
、
各
自
持
っ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
農

産
物
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
、
道

の
駅
の
案
件
と
の
関
連
を
Ｊ
Ａ
の

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ

ろ
、
生
産
者
か
ら
の
販
売
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
や
、
不
明
等
の
指

摘
は
無
か
っ
た
。

株
主
か
ら
経
営
を
任
さ
れ

て
い
る
取
締
役
の
責
任
が

一
番
だ
と
思
う
が
、
監
査
役
も
同

等
の
責
任
が
あ
る
と
思
う
。
今
後

の
調
査
の
中
で
、
町
か
ら
出
資
し

て
い
る
会
社
へ
の
損
失
が
あ
っ
た

場
合
等
、
取
締
役
会
が
ど
の
よ
う

な
責
任
を
負
う
の
か
、
そ
の
辺
り

も
含
め
て
、
町
長
の
覚
悟
を
お
聞

き
し
た
い
。

先
ほ
ど
の
答
弁
で
も
申
し

上
げ
た
が
、
株
主
総
会
で

了
承
を
得
た
調
査
を
実
施
し
進
め

て
お
り
、
聞
き
取
り
調
査
や
購
入

明
細
、
在
庫
の
確
認
等
、
調
査
項

目
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

中
立
公
正
に
調
査
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
調
査
機
関

の
メ
ン
バ
ー
、
調
査
項
目
等
に
つ

い
て
も
、
下
郷
町
地
域
振
興
株
式

会
社
の
調
査
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
答
弁
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
役
員
等
の
責
任
に
つ
い

て
も
調
査
結
果
に
よ
り
判
断
さ
れ

る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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大
内
入
口
交
差
点
改
良
工
事
及
び

　
　
　
　
　
　
　
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

職
員
の
不
適
切
な
事
務
会
計
処
理
に
つ
い
て

倉
楢
堰
入
口
の
改
良
見
込
み
に
つ
い
て

事
業
の
早
期
完
成
を
強
く
要
望
し
て
い
く

服
務
規
律
の
徹
底
を
厳
守
し
て
い
く

専
門
家
を
招
き
、
関
係
機
関
や

　
地
元
住
民
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

小
野
下
交
差
点
改
良
工
事

事
業
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務
所

よ
り
改
良
計
画
の
概
要
や
、
現
地

調
査
等
の
大
ま
か
な
今
後
の
予
定

の
説
明
が
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、

町
で
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

２
月
13
日
に
小
野
集
会
場

で
南
会
津
建
設
事
務
所
道

路
課
主
催
の
交
差
点
改
良
の
計
画

説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地

区
住
民
の
方
々
が
13
名
、
町
建
設

課
職
員
２
名
が
参
加
し
た
。
計
画

南
会
津
郡
内
の
職
員
が
不

適
切
な
事
務
会
計
処
理
を

行
っ
た
と
し
て
懲
戒
処
分
を
下
し

た
と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に
し
た

が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

倉
楢
堰
入
口
の
改
良
工
事

に
つ
い
て
、
改
良
工
事
を

強
く
要
望
を
し
て
き
た
が
、
そ
の

後
事
業
に
つ
い
て
は
何
か
行
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
水
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は
あ

る
の
か
。

内
容
に
つ
い
て
、
会
津
若
松
市
か

ら
南
会
津
町
方
面
の
国
道
１
２
１

号
に
県
道
湯
野
上
会
津
高
田
線
へ

の
右
折
車
線
の
設
置
と
、
県
道
湯

野
上
会
津
高
田
線
は
勾
配
と
カ
ー

ブ
を
緩
や
か
に
し
、
右
折
車
線
が

設
置
さ
れ
る
内
容
案
と
し
て
示
さ

れ
た
。
こ
れ
が
最
終
案
で
は
な
い

と
の
こ
と
。
今
後
の
予
定
と
し
て
、

平
成
31
年
度
に
現
地
測
量
等
を
行

い
、
詳
細
設
計
を
作
成
し
再
度
説

明
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
や
、

平
成
34
年
ま
で
に
用
地
補
償
ま
で

完
了
さ
せ
た
い
と
の
計
画
内
容
の

町
で
は
内
外
の
研
修
の
ほ

か
、
課
長
会
議
等
を
通
じ

服
務
規
律
等
に
つ
い
て
周
知
、
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
綱

紀
の
粛
正
、
保
持
及
び
服
務
規
律

の
徹
底
を
厳
守
し
て
い
く
よ
う
努

め
る
。

昨
年
、
国
の
河
川
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い

る
日
本
大
学
工
学
部
の
長
林
久
夫

名
誉
教
授
を
お
招
き
し
現
地
検
討

会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て

お
り
、
長
期
的
課
題
と
短
期
的
課

題
の
２
つ
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

次
年
度
は
、
長
林
教
授
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
地
元
住
民
等
と
課
題

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
国
や
県
に
対
し
て
は
、
本
止

水
堰
付
近
を
含
む
河
川
改
修
に
つ

い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

水
不
足
に
伴
う
倉
楢
堰
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
給
水
ポ
ン
プ
等

を
設
置
し
必
要
な
水
量
の
確
保
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
予
算

を
計
上
し
て
あ
る
。

星　輝夫　議員
teruo  hoshi

一般質問

国
道
大
内
入
口
の
様
子

説
明
が
さ
れ
た
。
今
後
、
事
業
の

早
期
完
成
を
目
指
し
、
力
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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猪股　謙喜　議員
kenki  inomata

農
業
法
人
設
立
に
つ
い
て

今
後
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

下
郷
町
農
業
法
人
検
討
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　
　
検
討
を
重
ね
て
い
く

観
光
事
業
と
連
携
し
な
が
ら

　
　
　
町
産
業
全
体
の
活
性
化
を
図
る

質問

質問

答弁

答弁

ど
の
よ
う
な
目
的
で
農
業

法
人
の
設
立
を
目
指
す
の

か
。

生
産
農
家
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
に
対
応

し
、
本
町
農
業
の
下
支
え
、
地
域

農
業
の
振
興
、
維
持
・
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

い
る
。

道
の
駅
な
ど
の
直
売
所
で

販
売
し
、
そ
の
手
数
料
を

助
成
し
て
い
る
が
販
売
数
量
は
増

え
て
い
る
の
か
。

設
立
を
検
討
す
る
組
織
の

構
成
は
。

平
成
30
年
12
月
３
日
に
下

郷
町
農
業
法
人
検
討
委
員

会
を
設
立
し
た
。
そ
の
構
成
は
、

各
公
的
機
関
・
関
係
機
関
の
役
職

の
方
々
を
中
心
に
構
成
す
る
委
員

会
委
員
13
名
と
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
組
織
な
ど
農
業
者
を
中

心
に
構
成
し
て
い
る
委
員
会
幹
事

16
名
の
２
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
は
、
夏
の
高

温
、
雨
が
少
な
か
っ
た
影

響
で
例
年
と
比
較
し
て
、
出
荷
数

は
減
少
傾
向
と
な
っ
た
が
、
全
体

の
販
売
額
は
、
平
成
29
年
と
比
較

し
て
、
４
２
５
万
円
程
度
伸
び
て

い
る
。

今
後
の
観
光
産
業
の
展
開

は
。

現
在
、
商
工
会
に
よ
る
六

次
化
商
品
の
開
発
、
観
光

公
社
に
お
い
て
着
地
型
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
の
推
進
、
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
、収
穫
体
験
事
業
、農
家
民

泊
受
入
れ
体
制
の
整
備
、
１
０
０

万
年
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
地
域
資
源
や

人
材
、
伝
統
な
ど
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

農
産
物
生
産
者
、
関
連
各
事
業
者

の
方
々
と
情
報
共
有
化
を
図
り
、

協
力
連
携
し
な
が
ら
、
町
産
業
全

体
の
活
性
化
を
図
る
。

検
討
委
員
会
内
で
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の

か
。

検
討
委
員
会
の
内
容
と
し

て
、
昨
年
12
月
３
日
に
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
設
立
に
関

す
る
内
容
の
承
認
を
い
た
だ
い
た
。

２
月
20
日
に
は
幹
事
会
を
開
催
し
、

農
業
に
お
け
る
現
状
や
農
業
法
人

の
あ
り
方
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
内
容
は
次
の
通
り
、

〇
特
産
品
の
開
発
と
販
売

〇
区
画
整
理
な
ど
規
模
拡
大

〇
法
人
設
立
は
急
が
ず
、
基
本
構

想
、
契
約
内
容
策
定
に
時
間
を

か
け
る
べ
き

〇
観
光
面
で
も
農
業
は
重
要

〇
収
支
を
よ
く
考
え
な
い
と
経
営

は
厳
し
い

〇
冬
季
期
間
の
雇
用
に
つ
い
て
の

検
討
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。今

後
の
展
開
は
ど
う
な
る

の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

幹
事
会
で
出
さ
れ
た
意
見

や
課
題
を
も
と
に
法
人
設

立
に
向
け
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

販 売 所 名 販　売　額
道の駅しもごう 3,180万円
十文字夢街道 98万円
お不動さま直売所 612万円
よらっしぇ 1,187万円
はいとー 138万円
物産館 1,745万円
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後
継
者
育
成
と
有
害
鳥
獣
対
策
を
問
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
関
係
機
関
の
連
携
は

担
い
手
支
援
と
ワ
ナ
免
許
取
得
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
予
算
化

自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る

質問

質問

答弁

答弁

第
６
次
振
興
計
画
等
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
が
広
報

し
も
ご
う
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
農

林
業
振
興
で
は
、
前
回
の
調
査
以

上
に
、
町
民
は
後
継
者
育
成
の
重

要
性
と
行
政
の
強
力
な
支
援
を
求

め
て
い
る
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対

策
は
地
域
だ
け
で
は
限
界
に
来
て

い
る
と
言
う
声
も
多
い
。
さ
ら
な

る
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

国
で
は
募
集
等
の
経
費
と

し
て
上
限
２
０
０
万
円
を

当
て
て
い
る
が
町
で
は
ど
の
よ
う

な
用
途
に
当
て
ら
れ
た
の
か
。

昨
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
県
主
催
「
合
同
募
集
説

明
会
」
へ
の
参
加
旅
費
に
当
て
ら

れ
て
い
る
。

町
の
募
集
要
項
で
は
人
員

２
名
。
協
力
隊
員
の
後
継

者
を
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
複

数
採
用
の
構
想
計
画
は
あ
る
の
か
。

４
月
か
ら
２
名
体
制
と
な

る
。
後
継
者
を
繋
げ
て
い

く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
募
集
を
今

後
検
討
す
る
。

国
庫
補
助
で
あ
る
次
世
代

人
材
投
資
事
業
、
町
単
独

の
夢
あ
る
農
業
担
い
手
育
成
支
援

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
担
い
手
の

育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
現
在

夢
あ
る
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事

業
の
適
用
年
齢
を
、
55
歳
か
ら
60

歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
検
討
し
、

担
い
手
育
成
・
確
保
に
努
め
て
い

く
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
新
事
業
と
し
て
、
各

地
域
に
お
い
て
２
名
程
度
ワ
ナ
免

全
国
的
に
も
協
力
隊
員
の

８
割
近
く
が
農
業
関
係
で

あ
る
が
農
業
未
経
験
の
協
力
隊
員

に
と
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
や
地
元
企
業

等
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
情

報
発
信
に
よ
り
利
用
者
の

増
加
も
図
る
。
早
急
な
成
果
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
隊
員
の
定
住

に
繋
が
る
よ
う
ま
ず
は
地
域
に
慣

れ
る
受
入
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
隊
員
の
自
主
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
や
関
連
企
業
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

玉川　邦夫　議員
kunio  tamakawa

許
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

毎
に
捕
獲
活
動
を
し
て
も
ら
う
。

そ
の
た
め
の
予
算
化
を
図
っ
て
い

く
。

新
年
度
か
ら
誕
生
す
る
総

合
政
策
課
で
第
６
次
振
興

計
画
を
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
よ
い
か
。

　
ま
た
振
興
計
画
で
は
、
政
策
方

針
が
町
民
に
具
体
的
に
見
え
る
よ

う
な
計
画
と
し
て
欲
し
い
が
考
え

を
伺
い
た
い
。

第
６
次
振
興
計
画
の
編
成

は
総
合
政
策
課
で
担
当
す

る
よ
う
に
考
え
て
お
り
、
少
子
化

や
環
境
福
祉
等
の
課
題
を
的
確
に

捉
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
総

合
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

側
溝
の
泥
上
げ
の
様
子
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少
子
化
に
お
け
る
我
が
町
の

　
　
　
義
務
教
育
対
策
の
急
務
に
つ
い
て

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は

　
様
々
な
角
度
か
ら

　
　
　
　
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

被
害
に
関
す
る
知
識
の
広
報
に
努
め
る

質問

質問

答弁

答弁

小
学
校
に
お
け
る
複
式
学

級
が
現
実
と
な
っ
て
く
る

中
で
、集
中
力
が
失
わ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

か
ら
そ
の
解
消
に
つ
い
て
次
の
点

を
お
伺
い
し
た
い
。

①
複
式
学
級
の
基
準
に
つ
い
て

②
平
成
31
年
か
ら
36
年
ま
で
の
推

計
入
学
児
童
数

③
複
式
学
級
が
生
じ
る
と
予
想
さ

れ
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
か

④
小
学
校
の
統
合
が
早
急
に
必
要

と
考
え
る
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

観
光
を
基
幹
と
し
て
い
る

本
町
で
、
景
観
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ

い
て
次
の
点
を
お
伺
い
し
た
い
。

①
被
害
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
誰

か
ら
の
通
報
が
あ
り
、
被
害
へ

の
初
期
対
応
は

②
被
害
の
原
因
の
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
は
ど
こ
か
ら
移
動
し

て
き
た
の
か

③
国
、
県
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
、
薬
液
注
入
に
よ
る

防
除
の
効
果
年
数
は

　
ま
た
、
中
学
生
の
減
少
に
伴
い

義
務
教
育
学
校
の
設
立
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

①
複
式
学
級
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
標
準
法
の
中
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
小
学
校
一
年

生
が
含
ま
れ
る
場
合
、
２
個
学
年

を
足
し
て
８
人
以
下
、
そ
れ
以
外

に
つ
い
て
は
16
人
以
下
と
な
る
場

合
に
複
式
学
級
が
適
用
と
な
る
。

②
、
③
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
。
④
小
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
は
、
低
学
年
児
童
の
遠

④
町
の
被
害
対
策
の
方
針
は

⑤
被
害
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

知
識
の
広
報
や
、
迅
速
な
通
報

ル
ー
ト
の
確
保
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か

平
成
28
年
８
月
に
南
会
津

農
林
事
務
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
中
に
、
塔
の
へ
つ
り
駅
付
近
に

お
い
て
、
枯
れ
て
葉
が
無
い
も
の

や
、
葉
が
赤
く
な
っ
て
い
る
も
の

等
が
確
認
さ
れ
町
へ
連
絡
が
き
た
。

初
期
対
応
と
し
て
健
全
な
も
の
以

外
は
伐
採
処
分
を
行
っ
た
。
被
害

原
因
の
虫
は
、
観
光
客
等
の
車
両

に
付
着
し
移
動
し
て
き
た
と
推
測

さ
れ
る
。
国
、
県
の
補
助
は
、
原

因
の
虫
の
駆
除
事
業
と
防
除
事
業

が
あ
り
薬
液
注
入
に
よ
る
防
除
効

果
は
２
年
と
な
っ
て
い
る
。
町
の

被
害
対
策
の
方
針
と
し
て
、
観
光

地
や
人
身
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

個
所
に
限
定
し
対
応
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
被
害
の
知
識
や
対
策
、

通
報
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
広
報
に

努
め
て
い
き
た
い
。

距
離
通
学
に
よ
る
負
担
等
も
心
配

さ
れ
る
こ
と
か
ら
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、
引
き
続
き
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
平
成
32
年
度
に
は
、
ゼ
ロ
歳

児
か
ら
小
学
校
保
護
者
向
け
の
意

向
調
査
も
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ

も
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

義
務
教
育
学
校
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
の
教
育
に
連
続

性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
計
画
的

な
学
力
向
上
対
策
や
豊
か
な
社
会

性
の
育
成
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

考
え
る
が
、
低
学
年
児
童
の
遠
距

離
通
学
な
ど
問
題
も
あ
り
、
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

佐藤　勤　議員
tutomu  satou

②年度ごとの推計入学児童数
年　度 楢原小 旭田小 江川小 合計
平成31年  4人  9人 10人 23人
平成32年 17人 11人  5人 33人
平成33年 12人 10人  8人 30人
平成34年 11人 12人  5人 28人
平成35年  8人 10人  8人 26人
平成36年  9人 12人  9人 30人
※転入・転出により変わる可能性がある。

③複式学級になる予定年度
年度 平成32年度 平成33年度
楢原小 2、3年生
旭田小 2、3年生
江川小 2、3年生
※江川小学校の31年入学の児童数が
1名減となった場合、32年度から
複式学級となる。
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Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
検
討
を
進
め
て
い
く

質問

答弁
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

に
よ
り
海
外
か
ら
の
観
光

客
は
２
，
０
０
０
万
人
を
突
破
し

２
０
２
０
年
に
は
４
，
０
０
０
万

人
を
目
標
と
し
て
い
る
。
下
郷
町

で
も
、
こ
こ
１
～
２
年
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
大
内
宿
で
は
、
昨
年
３
月
か
ら

２
月
ま
で
の
入
込
数
で
３
６
，
０

０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
年
間
来

場
者
数
80
万
人
か
ら
す
れ
ば
、
ま

だ
４
％
強
で
は
あ
る
が
、
今
後
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
湯
野
上
温
泉
で
は
平
成
29
年
度

は
0
・
5
％
、
平
成
30
年
度
は

2
・
4
％
の
増
と
今
後
も
伸
び
る

可
能
性
は
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

海
外
観
光
客
の
増
加
の
中
で
、
受

け
入
れ
態
勢
の
整
備
は
大
変
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
も
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
急
務
で

は
な
い
か
。
町
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

湯
野
上
温
泉
駅
の
様
子

大
内
宿
の
様
子

国
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
整
備
補

助
事
業
に
は
、
防
災
等
に

資
す
る
も
の
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
で
の
整
備
な
ど
が
あ
る
。
特
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
観
光
地
等
で
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
国

土
交
通
省
関
係
機
関
に
お
い
て
も

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
平
成

31
年
度
の
新
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
詳
細
は
県
を

通
し
て
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
町
で
も
、
大
内
宿
か
ら

沿
道
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
の

要
望
を
受
け
て
い
る
の
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
政
策
を
含
め
そ
の
実
施

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

会
津
鉄
道
で
は
全
線
フ
リ

ー
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、

各
店
舗
は
個
々
に
整
備
し
て
い
る

が
、
大
内
宿
中
央
の
道
路
で
は
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
か

ら
は
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
こ

と
が
ネ
ッ
ク
と
い
う
話
も
出
て
い

る
。
今
後
、
整
備
を
行
う
場
合
、

国
か
ら
の
補
助
金
に
は
限
り
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
早
め
の
情
報
を

得
て
対
処
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

国
土
交
通
省
関
係
機
関
、

観
光
庁
等
の
事
業
で
は
、

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
事
業
・
多
言
語
対
応

策
等
に
観
光
地
の
町
歩
き
満
足
度

向
上
事
業
と
し
て
、
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ

ば
か
り
で
な
く
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
電
柱
の
埋
設
化
も
含
め
た
事

業
展
開
が
で
き
る
と
い
う
情
報
も

出
て
い
る
。
31
年
度
に
お
け
る
補

助
対
応
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は

32
年
度
の
対
応
に
な
る
の
か
、
そ

れ
は
国
の
補
助
の
つ
き
方
で
あ
る

が
、
そ
の
事
業
に
申
し
込
ん
で
い

き
た
い
と
今
の
段
階
で
は
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
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小椋　淑孝　議員
hidetaka  ogura

消
防
団
員
の
出
動
手
当
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
に
特
別
報
酬
審
議
会
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
審
議
を
行
う

質問

答弁
昨
年
の
第
３
回
定
例
会
で

質
問
し
、
町
長
の
答
弁
で

「
特
別
報
酬
審
議
会
が
開
催
さ
れ

た
の
が
平
成
10
年
。
消
防
団
員
の

報
酬
も
特
別
報
酬
審
議
会
に
か
か

る
の
で
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
非

常
勤
特
別
職
の
関
係
の
日
当
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

資
料
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
了
解

い
た
だ
い
て
間
違
い
な
く
、
審
議

会
を
開
催
し
て
、
非
常
勤
特
別
職

の
日
当
等
、
あ
る
い
は
報
酬
等
も

含
め
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
た
い
」
と
答
弁
を
さ
れ

た
が
、
９
月
に
開
催
し
た
定
例
会

か
ら
約
半
年
間
の
期
間
が
経
ち
、

特
別
報
酬
審
議
会
を
開
催
さ
れ
た

と
思
う
が
、
そ
の
内
容
を
お
伺
い

し
た
い
。

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会

で
お
答
え
し
た
と
お
り
、

非
常
勤
特
別
職
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る

報
酬
等
の
検
討
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
い
う

認
識
に
は
変
わ
り
な
い
。
消
防
団

員
の
出
動
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
答
弁
し
て
い
る
が
早
急
に

対
応
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
町
消
防
団
と
の
協
議
、

検
討
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
動

手
当
の
額
の
算
出
に
当
た
っ
て
も

非
常
勤
特
別
職
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
決
定
し
て
き
た
経

緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
報
酬

審
議
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
何
回
か
こ
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
平
成
10
年
に
特
別
報
酬

審
議
会
を
開
催
し
て
か
ら
、
20
年

が
経
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
も

変
わ
っ
て
お
り
、
予
算
に
も
反
映

す
る
こ
と
か
ら
３
月
ま
で
に
審
議

会
を
開
催
し
、
検
討
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
審
議
会

す
ら
開
い
て
い
な
い
理
由
は
。

特
別
報
酬
審
議
会
で
協
議

を
し
て
い
た
だ
く
場
合
、

そ
れ
な
り
の
説
明
資
料
が
必
要
で

あ
る
。
県
内
町
村
の
直
近
の
資
料

も
必
要
で
あ
り
、
審
議
会
委
員
も

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
開
催
で
き
て
い
な
い
。

　

し
か
し
20
年
が
経
過
し
て
お
り
、

資
料
収
集
も
間
も
な
く
終
わ
る
こ

と
か
ら
、
町
の
報
酬
審
議
会
で
全

報
酬
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
は
っ
き

り
申
し
上
げ
る
。　
　

　

消
防
団
の
出
動
手
当
に
つ
い
て

は
、
費
用
弁
償
に
係
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
に
お
い
て
、

そ
の
他
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て
も

消
防
団
の
意
見
を
参
考
に
し
、
31

年
度
に
は
報
酬
審
議
会
を
開
催
す

る
と
い
う
こ
と
を
お
約
束
す
る
。

非
常
招
集
訓
練
の
様
子

検
閲
式
の
様
子
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国道１１８号
　鳳坂トンネル・田代トンネルの
　　　　　　　早期完成を要望

2月14・15日
衆参 国会議員

国土交通省・財務省

国道２８９号
　　　南倉沢バイパス完成式

３月２４日
道の駅しもごう

完成式のテープカットを行う来賓者

　２月１４・１５日に国道１１８号道路改良促進期成同盟会
による中央要望が行われました。１４日には福島県選出国会
議員への要望を行い、１５日には所管となる国土交通省と財
務省への要望を行いました。
　国道１１８号は茨城県水戸市から天栄村、下郷町を経由し
会津若松市に至る路線です。この路線には、急勾配で急カー
ブが連続する鳳坂峠や、大型車両の行き違いが困難で、行楽
シーズンには渋滞が発生する湯野上、小沼崎地内のような課
題があります。そんな中、平成２９年６月には（仮称）鳳坂
トンネルが着工となり、平成３０年１０月には（仮称）田代
トンネルが着工となり安全祈願祭が執り行われました。同盟
会で要望活動を行ってきた成果が形となってきています。

　3月2４日、国道289号南倉沢バイパスの
完成式が行われました。このバイパスの整備に
より甲子道路全線が完成となりました。式典で
は多くの来賓者が出席しテープカットを行い、
各地から集まったレトロカーによるパレードな
どが行われました。

　４月２６日には（仮称）田代トンネルと（仮称）鳳坂トン
ネルの取材にうかがうことができました。田代トンネルでは
作業所所長の鈴木規之様に現場を案内していただきました。
現場は２交代で２４時間作業を行っており、１日当たり約３
メートルの進捗で、取材時の掘削進捗は76メートルでした。
鳳坂トンネルは、工事事務所工事長の谷口智洋様に案内して
いただきました。こちらも２交代で２４時間作業を行ってい
るとのことでした。１日当たりの作業は、約３～６メートル
の進捗で、取材時の掘削進捗は２４９メートルでした。両ト
ンネルの掘削作業は順調に進んでいるということでした。早
期完成となるように今後も要望活動を行っていきたいと考え
ています。
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議会だよりギャラリー
議会とまちのうごきを

写真でレポート
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議会広報常任委員会
委 員 長　山名田　久美子
副委員長　玉　川　邦　夫
委　　員　猪　股　謙　喜
委　　員　小　椋　淑　孝

議会を傍聴しませんか

議会からのお願い
町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

議会だより取材のため、議会議員（広報常任委員）が写真撮影に
伺うことがあります。ご理解とご協力をお願いいたします。

　老人会によって引き継がれてきた
百万遍念仏、かつては子供たちも参
加していたと言います。大きな数珠
が皆の温かくて、優しい手の中で回
されます。これからも長く後世に伝
えてほしいものです。

※百万遍念仏とは、大きな数珠を回しなが
ら、浄土往生・亡き人への供養・招福を
願い、100万回の念仏（南無阿弥陀仏）
を唱えること。

　桃曽根すこやか茶の間会の皆さんに議会を傍
聴していただきました。今回は女性７人での参
加で、そのうち５名は初めての傍聴とのことで
した。代表の渡部澄子さんは、女性一人で傍聴
に来ることは抵抗があるため、今回のように団
体での傍聴の機会があればいいと話されていま
した。また、団体も減少しているので、興味を
持っている人が参加しやすい仕組みもあったら
いいのではとも話されていました。

今も継がれている 百万遍念仏！

３月議会を傍聴していただきました。

張平老人会（４月８日　張平公会堂）

今後、一層魅力ある議会を目指してまいります。ありがとうございました。


